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貸借対照表
令和3年6月30H現在

公益財団法人日本アイスホッケー連盟 （単位：円）

科 目 当年度 前年度 増減

I 資産の部
1．流動資産

現金預金 250,865,243 141,696,086 109,169,157 
現金 249,044 275,097 △26,053
普通預金 ＇ 242,021,686 139,183,853 102,837,833 
郵便振替 8,594,513 2,237,136 6,357,377 

未収金 25,024,522 58,186,051 △33,161,529
前払金 2,413,969 879,600 1,534,369
貯蔵品 639,463 658,957 △19,494
立替金 344,616 102,120 242,496
仮払金 210,452 100,372 110,080

流動資産合計 279,498,265 201,623,186 77,875,079 
2.固定資産

(1)基本財産
定期預金（指定） 30,000,000 30,000,000 ゜

定期預金（一般） 20,000,000 20,000,000 ゜

基本財産合計 50,000,000 50,000,000 ゜

(2)特定資産
退職給付引当資産 2,415,839 552,560 1,863,279 
強化育成積立金 58,000,000 40,000,000 18,000,000 
感染症対策積立金 28,000,000 36,000,000 △8,000,000
特定資産合計 88,415,839 76,552,560 11,863,279 

(3)その他固定資産
建物付属設備 249,299 268,711 △19,412
什器備品 2,231,003 1,792,719 438,284
電話加入権 215,393 215,393 ゜

商標権 135,713 209,738 △74,025
ソフトウェア 17,856 71,424 △53,568
保証金 1,710,000 1,710,000 ゜

出資金 50,000 50,000 ゜

その他固定資産合計 4,609,264 4,317,985 291,279 
固定資産合計 143,025,103 130,870,545 12,154,558 

資産合計 422,523,368 332,493,731 90,029,637 
11 負債の部

1.流動負債
未払金 19,014,246 9,929,589 9,084,657 
前受金 147,651,000 75,465,592 72,185,408 
預り金 1,079,403 775,995 303,408 

流動負債合計 167,744,649 86,171,176 81,573,473 
2.固定負債

退職給付引当金 2,415,839 552,560 1,863,279 
固定負債合計 2,415,839 552,560 1,863,279 

負債合計 170,160,488 86,723,736 83,436,752 
I11正味財産の部

1.指定正味財産
指定正味財産合計 30,000,000 30,000,000 ゜

（うち基本財産への充当額） 30,000,000 30,000,000 ゜

2.一般正味財産 222,362,880 215,769,995 6,592,885 
（うち基本財産への充当額） 20,000,000 20,000,000 ゜

（うち特定資産への充当額） 86,000,000 76,000,000 10,000,000 
正味財産合計 252,362,880 245,769,995 6,592,885 
負債及び正味財産合計 422,523,368 332,493,731 90,029,637 



正味財産増減計算書
令和2年7月 1 日から令和3年6月 30 日まで

公益財団法人 H 本アイスホッケー連盟

科 目 当年度 前年度 増 減

I 一般正味財産増減の部
1．経常増減の部

(1) 経常収益
基本財産運用益 [5,302] [3,508] [l, 794] 

基本財産運用利息 5,302 3,508 1,794 
受取会費 [32,045,936] [37,141,896] ［△ 5,095,960] 

アイスホッケー受取会費 29,598,000 34,778,000 △ 5,180,000
インライン受取会費 21,500 281,250 △ 259,750
レフェリー登録料 1,509,000 1,535,000 △ 26,000
移籍登録料 917,436 547,646 369,790

事業収益 [96,754,971] [166,078,950] ［△ 69,323,979] 
全日本選手権A 8,751,600 24,621,868 △ 15,870,268
全H本選手権B 1,100,000 ゜ 1,100,000
全日本選手権女子 640,000 ゜ 640,000 
全日本選手権女子B ゜ 1,050,000 △ 1,050,000
・全H本インラインホッケー選手権B/L ゜ 1,145,000 △ 1,145,000

大学女子大会 ゜ 1,280,000 △ 1,280,000
アジアリーグ 67,374,760 85,580,601 △ 18,205,841
国際 大会／女性アスリート強化支援委託事業 ゜ 29,473,150 △ 29,473,150
アジアリー グ助成対象事業／AL 14,000,000 16,421,715 △ 2,421,715
キッズキャンプ／AL ゜ 86,000 △ 86,000
プログラム製作／AL 89,100 542,150 △ 453,050
講習／太陽生命ジュニアアイスホッケースキルアップスクール ゜ 472,605 △ 472,605
講習／スキルチャレンジ・クリニック ゜ 79,500 △ 79,500
知的財産管理 1,321,780 1,303,173 18,607
物品販売 37,500 400,875 △ 363,375
女子日本リー グ 1,890,000 1,890,000 ゜

苫小牧市NTCマネジメント機能委託業務 1,550,231 1,732,313 △ 182,082
受取協賛金 [62,665,092] [82,401,022] -[19,735,930] 

受取協賛金 62,665,092 82,401,022 △ 19,735,930
受取交付金等 [137,141,833] [204,820,520] -[67,678,687]

JOC選手強化NF事業補助金 53,396,000 87,542,000 △ 34,146,000
JOC強化交付金 20,878,000 26,830,000 △ 5,952,000
JOC国際展開基盤形成事業補助金 ゜ 1,052,730 △ 1,052,730

日本スポーツ協会交付金 1,142,000 1,120,750 21,250
スポーツ振興基金助成金 19,041,000 13,431,000 5,610,000
スポーツ振興くじ助成金 9,059,000 63,081,000 △ 54,022,000
ミズノスポーツ振興財団助成金 ゜ 1,000,000 △ 1,000,000
国際アイスホッケー連盟交付金 10,958,000 10,763,040 194,960
スポーツ庁民間スポーツ振興費等補助金 22,667,833 ゜ 22,667,833 

受取負担金 [1,504,000] [14,350,000] -[12,846,000] 
強化／男子U20キャンプ ゜ 2,160,000 △ 2,160,000
強化／男子U18キャンプ 1,110,000 1,880,000 △ 770,000
強化／男子U16キャンプ ゜ 3,920,000 △ 3,920,000
強化／男子U14キャンプ ゜ 1,620,000 △ 1,620,000
強化／女子トレーニングキャンプ ゜ 640,000 △ 640,000
強化／女子U18キャンプ ゜ 1,900,000 △ 1,900,000
強化／女子U16キャンプ ゜ 250,000 △ 250,000
強化／女子U14キャンプ ゜ 1,980,000 △ 1,980,000
講習／指溝者養成講師派遣（ハウスリー グ） 394,000 ゜ 394,000

受取寄付金 [2,800,000] [189,000] [2,611,000] 
受取寄付金 2,800,000 189,000 2,611,000 

公認料収入 [1,100,000] [1,080,000] 20,000 
オフィシャル公認料 1,100,000 1,080,000 20,000 

雑
受
収

取
益

利息
[131,067] [2,276,546] -[2,145,479] 

644 343 301 
受取配当金 1,000 1,000 ゜

（単位；円）
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科 目 当年度 前年度 増 減

雑収入 129 423 2 275 203 △2 145 780
経常収益計 334 148,201 508 341 442 △174 193 241

(2)経常費用
事業費 [325,527,038] [468,787,839] -[143,260,801] 

全日本選手権A 8,708,066 20,920,100 △12,212,034
全日本選手権B 2,474,966 479,205 1,995,761
全日本選手権女子 5,102,815 120,956 4,981,859
全日本選手権女子B （ 

100,770 3,711,653 △3,610,883
国民体育大会 3,000,330 3,141,148 △140,818
全国高校総合体育大会 162,040 210,825 △48,785
全日本選手権予選会 3,080 ゜ 3,080
全国中学校体育大会 ゜ 210,825 △210,825
オールドタイマー ゜ 32,261 △32,261
小学生低学年選抜大会 ゜ 245,569 △245,569
全日本インラインホッケー選手権B/L ゜ 1,145,377 △1,145,377
全日本女子中学・高校生アイスホッケー大会 ゜ 100,770 △100,770
全国高等学校選抜 ゜ 100,756 △100,756
大学女子大会 ゜ 2,409,351 △2,409,351
アジアリーグ 63,859,901 75,107,058 △11,247,157
アジアリーグNF経費 1,240,422 1,000,221 240,201
スポーツ庁大会再開支援事業 39,048,149 ゜ 39,048,149
国際大会／女性アスリート強化支援委託事業 ゜ 26,548,022 △26,548,022
国際大会／スマイルジャパン国際マッチ ゜ 2,191,107 △2,191,107
派遣／新型コロナウィルス感染症対策事業 5,599,074 ゜ 5,599,074
派遣／男子WM ゜ 3,530,100 △3,530,100
派遣／男子オリンピック 予選 ゜ 12,926,645 △12,926,645
派遣／男子ユーロアイスホッケーチャレンジl ゜ 9,680,309 △9,680,309
派遣／男子ユーロアイスホッケーチャレンジ2 ゜ 7,207,424 △7,207,424
派遣／男子U20WM ゜ 9,916,840 △9,916,840
派遣／男子Ul8WM ゜ 1,092,970 △1,092,970
派遣／男子IIHFデベロップメントキャンプ ゜ 477,465 △477,465
派遣／女子WW 12,065,983 3,366,601 8,699,382
派遣／女子カナダ遠征 ゜ 11,846,674 △11,846,674
派遣／女子フィンランド遠征 ゜ 9,960,015 △9,960,015
派遣／女子U18WW ゜ 9,961,901 △9,961,901
派遣／ユースオリンピック3on3派遣 ゜ 322,232 △322,232
派遣／ユースオリンピック6チームトーナメント派遣 ゜ 2,634,894 △2,634,894
強化／男子代表7月合宿 ゜ 3,070,386 △3,070,386
強化／男子代表12月合宿 7,157,192 ゜ 7,157,192
強化／男子U20キャンプ ゜ 12,735,290 △12,735,290
強化／男子U20キャンプ12月 ゜ 2,204,869 △2,204,869
強化／男子U18キャンプ 6,209,399 10,990,005 △4,780,606
強化／男子U16キャンプ 550 14,498,445 △14,497,895
強化／男子U14キャンプ ゜ 9,037,576 △9,037,576
強化／女子強化合宿7月 ゜ 3,012,699 △3,012,699
強化／女子強化合宿9月 6,391,289 ゜ 6,391,289
強化／女子強化合宿10月 5,282,399 3,471,005 1,811,394
強化／女子強化合宿11月 5,225,690 ゜ 5,225,690
強化／女子強化合宿12月 103,140 2,226,559 △2,123,419
強化／女子強化合宿1月 ゜ 3,280,926 △3,280,926
強化／女子強化合宿2月 4,209,965 4,432,463 △222,498
強化／女子強化合宿3月 8,062,245 3,122,999 4,939,246
強化／女子強化合宿6月 9,575,791 ゜ 9,575,791
強化／女子トレーニングキャンプ 10,562 4,897,528 △4,886,966
強化／女子U18キャンプ ゜ 12,021,255 △12,021,255
強化／女子U16キャンプ ゜ 1,546,109 △1,546,109
強化／女子Ul4キャンプ ゜ 12,738,983 △12,738,983
強化／視察 1,333,909 2,186,586 △852,677
強化／ユースオリンピック3on3最終選考会 ゜ 898,673 △898,673
アジアリーグ助成対象事業／AL 11,032,144 9,005,791 2,026,353
キッズキャンプ／AL ゜ 165,665 △165,665
プログラム製作／AL 2,398,770 2,430,770 △32,000
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科 目 当年度 前年度 増 減

マネジメント機能強化／AL 7,770,920 ゜ 7,770,920 
研修会開催／AL ゜ 515,020 △515,020
レフェリー研修／AL 7,781,824 10,278,839 △2,497,015
講習／太陽生命ジュニアアイスホッケースキルアップスクール ゜ 445,773 △445,773
講習／指導者養成講師派遣（ハウスリーグ） 867,021 ゜ 867,021
講習／スクール 174,960 260,431 △85,471
講習／レフェリー 521,565 528,603 △7,038
講習／レフェリー派遣 ゜ 614,115 △614,115
講習／スキルチャレンジ・クリニック ゜ 590,871 △590,871
知的財産管理 1,174,795 1,198,440 △23,645
物品販売 19,494 22,418 △2,924
ドーピング検査 ゜ 23,665 △23,665
普及事業費 371,768 968,528 △596,760
アジアアイスホッケースキルアップ支援 ゜ 23,460 △23,460
JAPAN ICE HOCKEY LEAGUE 401,100 802,640 △401,540
女子日本リーグ 6,336,461 6,075,695 260,766
調研／安全管理 3,728,050 ゜ 3,728,050 
調研／専任コーチ配置 600,330 ゜ 600,330 
苫小牧市NTCマネジメント機能委託業務 6,001,582 5,462,210 539,372 
ビデオコ

＇
ールゾャッゾシステム 291,784 340,785 △49,001

マーケティング広報委員会 967,271 3,044,307 △2,077,036
審議委員会 ゜ 35,190 △35,190
倫理委員会 605,330 1,154,163 △548,833
企画委員会 ゜ 36,960 △36,960
強化委員会 1,669,670 1,103,623 566,047
普及委員会 55,080 193,625 △138,545
医科学安全管理委員会 ゜ 58,630 △58,630
国際委員会 100,330 1,143,180 △1,042,850
生涯スポーツ化委員会 ゜ 351,150 △351,150
学生委員会 ゜ 11,210 △11,210
競技事業委員会 ゜ 517,106 △517,106
国体委員会 ゜ 435,265 △435,265
インライン委員会 ゜ 220,953 △220,953
レフェリー委員会 2,685,100 361,816 2,323,284
情報システム 1,879,460 5,496,734 △3,617,274
改革プロジェクト 2,643,630 4,452,764 △1,809,134
ガバナンスコードプロジェクト 161,860 356,890 △195,030
法人会計配賦／租税公課 3,625,200 ゜ 3,625,200
法人会計配賦／事務局 65,759,597 80,320,084 △14,560,487
法人会計配賦／役員 165,671 2,305,347 △2,139,676
法人会計配賦／組織甚盤事業 310,575 289,050 21,525
法人会計配賦／総務委員会 497,969 174,443 323,526

管理費 [2,028,278] [3,986,769] ［△1,958,491]
役員報酬 ゜ 18,000 △18,000
給料 1,061,062 1,090,681 △29,619
法定福利費 188,498 197,385 △8,887
通勤手当 39,447 29,415 10,032
福利厚生費 98,608 35,949 62,659
会議費 252 66,571 △66,319
雑役務費 10,464 23,057 △12,593
国内旅費交通費 6,401 1,385,492 △1,379,091
国内通信費 49,957 81,174 △31,217
国外通信費 ゜ 42 △42

！ 

消耗品費 53,082 138,397 △85,315
賃借料 275,277 575,142 △299,865
支払保険料 310 ゜ 310 
諸謝金 ゜ 2,639 △2,639
租税公課 1,993 2,521 △528
交際費 1,538 397 1,141
諸会費 20,078 52,953 △32,875
委託費 194,619 256,743 △62,124
支払手数料 17,982 19,255 △1,273
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科 目 当年度 前年度 増 減

寄付金 ゜ 3,000 △3,000
減価償却費 8 710 7 956 754

経常費用計 327 555 316 472,774 608 △145 219,292
評価損益調整前当期経常増減額 6,592.885 35,566,834 △28,973,949
評価損益等計 ゜ ゜ ゜

当期経常増減額 6,592,885 35.566 834 △28,973 949
2.経常外増減の部

(1)経常外収益
経常外収益計 ゜ ゜ ゜

(2)経常外費用 ゜

経常外費用計 ゜ ゜ ゜

当期経常外増減額 ゜ ゜ ゜

当期一般正味財産増減額 6 .，592,885 35,566,834 △2-8,973,94.9
一般正味財産期首残高 215,769,995 180,203 161 35 566 834 
一般正味財産期末残高 222 362 880 215 769 995 6 592,885 

II 指定正味財産増減の部
当期指定正味財産増減額 ゜ ゜ ゜

指定正味財産期首残高 30 000 000 30 000 000 ゜

指定正味財産期末残高 30 000 000 30 000 000 ゜

I11正味財産期末残高 252 362 880 245,769 995 6 592,885 
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正味財産増減計算書内訳表
令和2年7月1日から令和3年6月30日まで

公益財団法人日本アイスホッケー連盟

科 目 公益目的事業会計 収益事業等会計 法人会計 ＾ロ 叶日

I 一般正味財涯増減の部
1.経常増減の部

(1)経常収益
基本財産運用益 [5,302] [OJ [OJ [5,302] 

基本財産運用利息 5,302 ゜ ゜ 5,302 
受取会費 [32,045,936] [OJ [OJ [32,045,936] 

アイスホッケー受取会費 29,598,000 ゜ ゜ 29,598,000 
インライン受取会費 21,500 ゜ ゜ 21,500 
レフェリ ー登録料 1,509,000 ゜ ゜ 1,509,000 
移籍登録料 917,436 ゜ ゜ 917,436 

事業収益 [92,387,591] [4,367,380] [OJ [96,754,971] 
全日本選手権A 5,942,600 2,809,000 ゜ 8,751,600 
全日本選手権B 1,100,000 ゜ ゜ 1,100,000 
全日本選手権女子 640,000 ゜ ゜ 640,000 
アジアリ ーグ 67,264,760 110,000 ゜ 67,374,760 
アジアリ ーグ助成対象事業／ AL 14,000,000 ゜ ゜ 14,000,000 
プログラム製作／ AL ゜ 89,100 ゜ 89,100 
知的財産管理 ゜ 1,321,780 ゜ 1,321,780 
物品販売 ゜ 37,500 ゜ 37,500 

女子日本リ ーグ 1,890,000 ゜ ゜ 1,890,000 
苫小牧市NTCマネジメント機能委託業務 1,550,231 ゜ ゜ 1,550,231 

受取協賛金 [62,113,334] [551,758] [OJ [62,665,092] 
受取協賛金 62,113,334 551,758 ゜ 62,665,092 

受取交付金等 [137,141,833] [OJ [OJ [137,141,833] 
JOC選手強化NF事業補助金 53,396,000 ゜ ゜ 53,396,000 
JOC強化交付金 20,878,000 ゜ ゜ 20,878,000 
日本スポーツ協会交付金 1,142,000 ゜ ゜ 1,142,000 
スポーツ振興基金助成金 19,041,000 ゜ ゜ 19,041,000 
スポーツ振興くじ助成金 9,059,000 ゜ ゜ 9,059,000 
国際アイスホッケー連盟交付金 10,958,000 ゜ ゜ 10,958,000 
スポーツ庁民間スポーツ振興費等補助金 22,667,833 ゜ ゜ 22,667,833 

受取負担金 [1,504,000] [OJ [OJ [1,504,000] 
強化／男子U18キャンプ 1,110,000 ゜ ゜ 1,110,000 
講習／指導者養成講師派遣（ハウスリーグ） 394,000 ゜ ゜ 394,000 

受取寄付金 [2,800,000] [OJ [OJ [2,800,000] 
受取寄付金 2,800,000 ゜ ゜ 2,800,000 

公認料収入 [1,100,000] [OJ [OJ [1,100,000] 
オフィシャル公認料 1,100,000 ゜ ゜ 1,100,000 

雑収益 [131,067] [OJ [OJ [131,067] 
受取利息 644 ゜ ゜ 644 
受取配当金 1,000 ゜ ゜ 1,000 
雑収入 129 423 ゜ ゜ 129,423 

経常収益計 329,229 063 4 919 138 ゜ 334,148 201 
(2)経常費用

事業費 [319,561,906] [5,965,132] [OJ [325,527,038] 
全日本選手権A ' 7,595,966 1,112,100 ゜ 8,708,066 
全日本選手権B 2,474,966 ゜ ゜ 2,474,966 
全日本選手権女子 5,102,815 ゜ ゜ 5,102,815 
全日本選手権女子B 100,770 ゜ ゜ 100,770 
国民体育大会 3,000,330 ゜ ゜ 3,000,330 
全国高校総合体育大会 162,040 ゜ ゜ 162,040 
全日本選手権予選会 3,080 ゜ ゜ 3,080 
アジアリ ーグ 63,859,901 ゜ ゜ 63,859,901 
アジアリ ーグNF経費 1,240,422 ゜ ゜ 1,240,422 
スポーツ庁大会再開支援事業 39,048,149 ゜ ゜ 39,048,149 
派遣／新型コロナウィルス感染症対策事業 5,599,074 ゜ ゜ 5,599,074 
派遣／女子WW 12,065,983 ゜ ゜ 12,065,983 
強化／男子代表12月合宿 7,157,192 ゜ ゜ 7,157,192 
強化／男子U18キャンプ 6,209,399 ゜ ゜ 6,209,399 
強化／男子Ul6キャンプ 550 ゜ ゜ 550 
強化／女子強化合宿9月 6,391,289 ゜ ゜ 6,391,289 

（単位：円）
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科 目 公益目的事業会計 収益事業等会計 法人会計 合 計

強化
ヒ
／
／

女子強化合宿10月 5,282,399 ゜ ゜ 5,282,399 
強イ 女子強化合宿11月 5,225,690 ゜ ゜ 5,225,690 
強化／女子強化合宿12月 103,140 ゜ ゜ 103,140 
強化／女子強化合宿2月 4,209,965 ゜ ゜ 4,209,965 
強化／女子強化合宿3月 8,062,245 ゜ ゜ 8,062,245 
強化／女子強化合宿6月 9,575,791 ゜ ゜ 9,575,791 
強化／女子トレーニングキャンプ 10,562 ゜ ゜ 10,562 
強化／視察 1,333,909 ゜ ゜ 1,333,909 
アジアリ ーグ助成対象事業／AL 11,032,144 ゜ ゜ 11,032,144 
プログラム製作／AL ゜ 2,398,770 ゜ 2,398,770 
マネジメント機能強化／AL 7,770,920 ゜ ゜ 7,770,920 
レフェリー研修／AL 7,781,824 ゜ ゜ 7,781,824 
講習／指導者養成講師派遣（ハウスリーグ） 867,021 ゜ ゜ 867,021 
講習／スクール 174,960 ゜ ゜ 174,960 
講習／レフェリ ー 521,565 ゜ ゜ 521,565 
知的財産管理 ゜ 1,174,795 ゜ 1,174,795 
物品販売 ゜ 19,494 ゜ 19,494 
普及事業費 371,768 ゜ ゜ 371,768 
JAPAN ICE HOCKEY LEAGUE 401,100 ゜ ゜ 401,100 
女子日本リ ーグ 6,336,461 ゜ ゜ 6,336,461 
調研／安全管理 3,728,050 ゜ ゜ 3,728,050 
調研／専任コーチ配置 600,330 ゜ ゜ 600,330 
苫小牧市NTCマネジメント機能委託業務 6,001,582 ゜ ゜ 6,001,582 
ビデオコ

＇

ールシ
＇

ャッジシステム 291,784 ゜ ゜ 291,784 
マーケティング広報委員会 967,271 ゜ ゜ 967,271 
倫理委員会 605,330 ゜ ゜ 605,330 
強化委員会 1,669,670 ゜ ゜ 1,669,670 
普及委員会 55,080 ゜ ゜ 55,080 
国際委員会 100,330 ゜ ゜ 100,330 
レフェリ ー委員会 2,685,100 ゜ ゜ 2,685,100 
情報システム 1,879,460 ゜ ゜ 1,879,460 
改革プロジェクト 2,643,630 ゜ ゜ 2,643,630 
ガバナンスコードプロジェクト 161,860 ゜ ゜ 161,860 
法人会計配賦／租税公課 3,295,400 329,800 ゜ 3,625,200 
法人会計配賦／事務局 64,829,424 930,173 ゜ 65,759,597 
法人会計配賦／役員 165,671 ゜ ゜ 165,671 
法人会計配賦／総務委員会 497,969 ゜ ゜ 497,969 
法人会計配賦／組織基盤事業 310,575 ゜ ゜ 310,575 

管理費 [OJ [OJ [2,028,278] [2,028,278] 
給料 ゜ ゜ 1,061,062 1,061,062 
法定福利費 ゜ ゜ 188,498 188,498 
通勤手当 ゜ ゜ 39,447 39,447 
福利厚生費 ゜ ゜ 98,608 98,608 
会議費 ゜ ゜ 252 252 
雑役務費 ゜ ゜ 10,464 10,464 
国内旅費交通費 ゜ ゜ 6,401 6,401 
国内通信費 ゜ ゜ 49,957 49,957 
消耗品費 ゜ ゜ 53,082 53,082 
賃借料 ゜ ゜ 275,277 275,277 
支払保険料 ゜ ゜ 310 310 
租税公課 ゜ ゜ 1,993 1,993 
交際費 ゜ ゜ 1,538 1,538 
諸会費 ゜ ゜ 20,078 20,078 
委託費 ゜ ゜ 194,619 194,619 
支払手数料 ゜ ゜ 17,982 17,982 
減価償却費 ゜ ゜ 8,710 8,710 

経常費用計 319 561.906 5 965 132 2.028,278 327,555,316 
評価損益調整前当期経常増減額 9 667 157 △1 045 994 △2.028 278 6 592 885 
評価損益等計 ゜ ゜ ゜ ゜

当期経常増減額 9 667,157 △1 045 994 △2,028 278 6,592 885 
2.経常外増減の部 ゜

(1)経常外収益 ゜

経常外収益計 ゜ ゜ ゜ ゜

(2)経常外費用 ゜

経常外費用計 ゜ ゜ ゜ ゜

当期経常外増減額 ゜ ゜ ゜ ゜
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科 目 公益目的事業会計 収益事業等会計 法人会計 合計

他会計振替前当期一般正味財産増減額 9 667 157 △1 045 994 △2,028 278 6,592 885 
他会計振替額 ゜ ゜ ゜ ゜

当期一般正味財産増減額 9 667.157 △1 045,994 △2 028 278 6 592 885 
一般正味財産期首残高 76 223,315 △3 653 153 143 199 833 215 769 995 
一般正味財産期末残高 85 890,472 △4 699 147 141,171,555 222 362,880 

II 指定正味財産増減の部 ゜

当期指定正味財産増減額 ゜ ゜ ゜ ゜

指定正味財産期首残高 30 000 000 ゜ ゜ 30,000,000 
指定正味財産期末残高 30 000 000 ゜ ゜ 30,000,000 

m正味財産期末残高 115 890,472 △4,699,147 141,171,555 252,362.880 

8



財務諸表に対する注記

1. 継続事業の前提に関する注記
該当事項なし

2.重要な会計方針
(1) 固定資産の減価償却の方法

固定資産の減価償却の方法は、定額法による。
(2) 引当金の計上基準

退職給付引当金...従業貝の退職金の支給に備えるため、期末要支給額（中小企業退職金共済制
度からの負担額を除く）を計上している。

(3) 消費税等の会計処理
消費税等の会計処理は、税込方式によっている。

3.会計方針の変更
該当事項なし

4.基本財産及び特定資産の増減額及びその残高
基本財産及び特定資産の増減額及びその残高は、次のとおりである。

科 目 前期末残蘭 当期増加額 当期減少額 当期末残高
基本財産

基本財産引当預金 50,000,000 ゜ ゜ 50,000,000 
小 計 50,000,000 ゜ ゜ 50,000,000 

特定資産
退職給付引当預金 552,560 1,863,279 ゜ 2,415,839 
強化育成積立金 40,000,000 18,000,000 ゜ 58,000,000 
感染症対策積立金 36,000,000 19,776,372 27,776,372 28,000,000 

小 計 76,552,560 39,639,651 27,776,372 88,415,839 
合 計 126,552,560 39,639,651 27,776,372 138,415,839 

（単位：円）

5.基本財産及び特定資産の財源等の内訳
基本財産及び特定資産の財源等の内訳は、次のとおりである。

` ’ - I -、

科 目 当期末残高
（うち指定正味財産 （うち一般正味財産 （うち負債に

からの充当額） からの充当額） 対応する額）
屈本財産

基本財産引当預金 50,000,000 (30,000,000) (20,000,000) (0) 
小 計 50,000,000 (30,000,000) (20,000,000) (0) 

特定資産
退職給付引当預金 2,415,839 (0) (0) 2,415,839 
強化育成積立金 58,000,000 (0) (58,000,000) (0) 
感染症対策積立金 28,000,000 (0) (28,000,000) (0) 

小 計 88,415,839 (0) (86,000,000) 2,415,839 
合 計 138,415,839 (30,000,000) (106,000,000) 2,415,839 

6. 固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高
固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高は、次のとおりである。

． ． 

科 目 取得価額 減価償却累計額 当期末残閥
建物付属設備 289,740 40,441 249,299 
什器 備品 4,323,483 2,092,480 2,231,003 
商 標 権 740,250 604,537 135,713 
ソフトウェア 267,840 249,984 17,856 

合 計 5,621,313 2,987,442 2,633,871 

，

 



7. 補助金等の内訳並びに交付者、当期の増減額及び残高
補助金等の内訳並びに交付者、当期の増減額及び残高は、次のとおりである。

補助金等の名称

助成金
JOC選手強化N
F事業補助金
JOC選手強化交
付金
日本スポーツ協
会交付金
スホ

゜

ーツ振興基金
助成金
スホ

゜

ーツ振典くじ
助成金
民間スポーツ振
興費等補助金
国際アイスホッ
ケ 連盟交付金

＾ 
ロ

8. 関連当事者との取引
該当事項なし

9. 重要な後発事象
該当事項なし

交付者

（公財）日本オリン
ピック委員会
（公財）日本オリン
ピック委員会
（公財）日本スポー

ツ協会
（独）日本スポーツ
振興センター

（独）日本スポー ツ
振興センター

スポーツ庁

国際アイスホッ
ケ 連盟

計

前期末 当期 当 期
残 高 増加額 減少額

゜ 53,396,000 53,396,000 

゜ 20,878,000 20,878,000 

゜ 1,142,000 1,142,000 

゜ 19,041,000 19,041,000 

゜ 9,059,000 9,059,000 

゜ 22,667,833 22,667,833 

゜ 10,958,000 10,958,000 

゜ 137,141,833 137,141,833 
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（単位：円）
当期末 貸借対照表上

残 高 の記載区分

゜

゜

゜

゜

゜

゜

゜

゜



附属明細書

1. 基本財産及び特定資産の明細

区分 資産の種類 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高
基本財産 定期預金 50,000,000 ゜ ゜ 50,000,000 

基本財産合計 50,000,000 ゜ ゜ 50,000,000 

特定資産 退職給付引当資産 552,560 1,863,279 ゜ 2,415,839 

強化育成積立金 40,000,000 18,000,000 ゜ 58,000,000 
感染症対策積立金 36,000,000 19,776,372 27,776,372 28,000,000 

特定財産合計 76,552,560 39,639,651 27,776,372 88,415,839 

（単位：円）

2. 引当金の明細

科目

退頁百可
―

引当金

期首残高

552
1
560 

当期増加額

1,863,279 

当期減少額
目的使用 I その他

゜ ゜

（単位：円）

期末残高

2,415,839 
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財産目録
令和3年6月30日現在

公益財団法人 日本アイスホッケー連盟 （単位：円）
貸借対照表科目 場所・物量等 使用目的等 金額

（流動資産） 現金預金 現金 運転資金として 249,044 
普通預金／三菱UFJ銀行渋谷支店 運転資金として 178,739,680 
普通預金／多摩信用金庫東大和支店 運転資金として 9,383,961 
普通預金／みずほ銀行銀座支店 運転資金として 53,898,045 
郵便貯金 運転資金として 8,594,513 

（現金預金計） 250,865,243 
未収金 クリエイト21（村 収益事業に対するオフィシャルグッズ販 43,450 

売の未収分
コカ・コーラ・ボトラーズジャパン昧他 収益目的事業に関する未収分 21,606 

アジアリーグ 公益目的事業に対するアジアリーグの未 21,387,066 
収分

個人負担金 公益目的事業の個人負担金の未収分 312,000 

四谷税務署 消費税還付分 3,260,400 

（未収金計） 25,024,522 
前払金 （公財）日本スポーツ協会他 公益目的事業に関する前払分 2,207,409 

アジアリーグ 公益目的事業に対するアジアリーグの前 206,560 
払分

（前払金計） 2,413,969 
貯蔵品 クリエイト21（荀 収益事業における）レールブック他の貯蔵 639,463 

品

（貯蔵品計） 639,463 
立替金 個人負担他 公益目的事業に関する旅費等の実費負 344,616 

担額

（立替金計） 344,616 
仮払金 二井住友カード閥他 公益目的事業のうちカードチャージ分他 210,452 

（仮払金計） 210,452 
流動資産合計 279,498,265 

（固定資産）
基本財産 定期預金 三菱UFJ銀行渋谷支店 50,000,000 

（基本財産計） 50,000,000 
特定資産 退職給付引当資産 （普通預金）二菱UFJ銀行渋谷支店 従業員に対する退職金の支払いに備え 2,415,839 

たもの

強化育成積立金 （普通預金）三菱UFJ銀行渋谷支店 強化事業の支払いに備えたもの 58,000,000 

感染症対策積立金 （普通預金）三菱UFJ銀行渋谷支店 感染症対策の支払いに備えたもの 28,000,000 

（特定資産計） 88,415,839 
その他 建物付属設備 事務局電気工事代 事務局移転に伴う電気工事代 249,299 
固定資産

什器備品 事務局什器備品他 公益目的事業に供する事務局備品他 1,109,834 

アジアリーグ備品 公益目的事業に供するアジアリーグ備品 1,121,169 

電話加入権 215,393 
商標権 ロゴマーク製作代 女子日本代表の呼称「SMILE JAPAN」に 135,713 

対するもの
ソフトウェア ビデオゴー）レジャッジシステム映像用ソフト 公益目的事業に供するビデオゴール 17,856 

ウェア ジャッジシステム映像用ソフトウェア
保証金 （公財）日本スポーツ協会 JAPAN SPORT OLYMPIC SQ UAR 1,710,000 

E定期建物賃貸借契約保証金
出資金 多摩信用金庫 東大和支店 口座開設に係る出資金 50,000 

（その他固定資産計） 4,609,264 
固定汽産合計 143,025,103 

資産合計 422,523,368 
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貸借対照表科目 場所・物量等 使用目的等 金額
（流動負債） 未払金 アジアリーグ 公益目的事業会計に関する未払分 5,612,328 

新宿都税事務所 法人事業税均等割額未払分 120,000 

その他 公益目的事業会計に関する未払分 13,281,918 

味払金計） 19,014,246 
前受金 登録料 登録料のうち令和3年度事業に該当する 13,617,000 

もの
（公財）ミズノスポーツ振興財団 公益目的事業のうち令和3年度事業に該 1,000,000 

当する助成金
（公財）日本オリンピック委員会 公益目的事業のうち令和3年度事業に該 65,009,000 

当する助成金
アジアリーグ 公益目的事業のうち令和3年度事業に該 10,000,000 

当する助成金
協賛10社 公益目的事業のうち令和3年度事業に該 58,025,000 

当する協賛金
（前受金計） 147,651,000 

預り金 四谷税務署他 源泉徴収税他預り分として 671,433 

アジアリーグ 源泉所得税預り分として 71,470 

秋田県アイスホッケー連盟他 公益目的事業会計に関する預り分 336,500 

（預り金計） 1,079,403 
流動負債合計 167,744,649 

（固定負債） 退職給付引当金 職員分 従業員に対する退職金の支払いに備え 2,415,839 
たもの

固定負債合計 2,415,839 
負偵合計 170,160,488 
正味財産 252,362,880 
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上記の通り報告いたしま す。

公益財団法人日本アイスホッケー連盟 会

副

副

副

専

常

常

常

理

理

理

理

理

理

理

理

理

理

理

理

会

会

会

務 理

務

務

務

長

長

長

長

事

事

事

事

事

事

事

事

事

事

事

事

事

事

事

事

水野

大越

中

細谷

宮尾

中嶋

中 村 慎

百束 英二

足立 功 一

井 洋

北川 太郎

佐々木 史郎

佐藤 深雪

末吉 直樹

鈴木 道夫

高橋 昇士

長南 哲生

服部 昌樹

叔男

俊

田

明久

孝禰

務

康次

博 一

理 正敬

理

理

石

山 ロ

芳 野

私は当連盟令和3年6月期の伝票、帳薄、証票書類を正規の手続きに従い監査した結果、

上記財務諸表を適正なものと認めます。

令和3年 8 月 31 日

監事 小野三男 ⑮
 

監事 上木夏実 宙
監事 杉山真一 ®
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独立監査人の監査報告書

公益財団法人 H本アイスホッケー連盟
会長 水野明久 殿

く財務諸表等監査＞
監査意見

東 邦 監 査 法 人
東京都千代田区

2021年8月30日

：ん〗土： 公認会計士ク＼よる 羨ャ

当監査法人は、公益社団法人及び公益財団法人の認定等に関する法律第23条の規定に基づく監査に準じ
て、公益財団法人日本アイスホッケー連盟の令和2年7月1日から令和3年6月30日までの令和2年度の
貸借対照表、損益計算書（公益認定等ガイドライン I - 5 (1) の定めによる「正味財産増減計算書」をいう。）
及び財務諸表に対する注記並びに附属明細書について監杏し、あわせて、正味財産増減計算書内訳表（以下、
これらの監査の対象書類を「財務諸表等」 という。 ）について監査を行った。

当監杏法人は、上記の財務諸表等が、我が国において一般に公正妥当と認められる公益法人会計の基準に
準拠して、当該財務諸表等に係る期間の財産、損益 （正味財産増減 ）の状況を、全ての重要な点において適
正に表示しているものと認める。

監査意見の根拠
当監杏法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の

基準における当監査法人の責任は、 「財務諸表等の監査における監査人の責任」に記載されている。当監在
法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、法人から独立しており、また、監査人としてのそ
の他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監杏証拠を入手
したと判断している。

財務諸表等に対する理事者及び監事の責任
理事者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる公益法人会計の基準に準拠して財務諸表等

を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない財務諸表等を作
成し適正に表示するために理事者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

財務諸表等を作成するに当たり、理事者は、継続事業の前提に基づき財務諸表等を作成することが適切で
あるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる公益法人会計の基準に基づいて継続事
業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監事の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における理事の職務の執行を監視することにある。

財務諸表等の監査における監査人の責任
監査人の責任は、監査人が実施した監査に基づいて、全体としての財務諸表等に不正又は誤謬による重要

な虚偽表示がないかどうかについて合理的な保証を得て、監査報告書において独立の立場から財務諸表等に
対する意見を表明することにある。虚偽表示は、不正又は誤謬により発生する可能性があり、個別に又は集
計すると、財務諸表等の利用者の意思決定に影響を与えると合理的に見込まれる場合に、重要性があると判
断される。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に従って、監杏の過程を通じて、職業
的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・不正又は誤謬による重要な虚偽表示リスクを識別し、評価する。また、重要な虚偽表示リスクに対応し
た監査手続を立案し、実施する。監杏手続の選択及び適用は監査人の判断による。さらに、意見表明の基



礎となる十分かつ適切な監杏証拠を入手する。

• 財務諸表等の監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、監杏人は、

リスク評価の実施に際して、 状況に応じた適切な監査手続を立案するために、 監査に関連する内部統制を

検討する。

・ 理事者が採用した会計方針及びその適用方法の適切性、 並びに理事者によって行われた会計上の見積り

の合理性及び関連する注記事項の妥当性を評価する。

・ 理事者が継続事業を前提として財務諸表等を作成することが適切であるかどうか、また、入手した監査証

拠に基づき、 継続事業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認

められるかどうか結論付ける。継続事業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、監査報告書に

おいて財務諸表等の注記事項に注意を喚起すること、 又は重要な不確実性に関する財務諸表等の注記事項

が適切でない場合は、財務諸表等に対して除外事項付意見を表明することが求められている。監査人の結論

は、監査報告書日までに入手した監査証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、 法人は継続事業と

して存続できなくなる可能性がある。

• 財務諸表等の表示及び注記事項が、 我が国において一般に公正妥当と認められる公益法人会計の基準に

準拠しているかどうかとともに、 関連する注記事項を含めた財務諸表等の表示、 構成及び内容、 並びに財

務諸表等が基礎となる取引や会計事象を適正に表示しているかどうかを評価する。

監査人は、 監事に対して、 計画した監査の範囲とその実施時期、 監査の実施過程で識別した内部統制の重

要な不備を含む監査上の重要な発見事項、 及び監杏の基準で求められているその他の事項について報告を行

う。

く財産目録に対する意見＞

財産目録に対する監査意見

当監杏法人は、公益社団法人及び公益財団法人の認定等に関する法律第23条の規定に基づく監査に準じて、

公益財団法人H本アイスホッケー連盟の令和3年6月30日現在の令和2年度の財産目録（「貸借対照表科

目」、 「金額」及び「使用目的等」の欄に限る。 以下同じ。）について監壺を行った。

当監査法人は、上記の財産目録が、我が国において一般に公正妥当と認められる公益法人会計の基準に準拠

しており、 公益認定関係書類と整合して作成されているものと認める。

財産目録に対する理事者及び監事の責任

理事者の責任は、 財産目録を、我が国において一般に公正妥当と認められる公益法人会計の基準に準拠する

とともに、 公益認定関係書類と整合して作成することにある。

監事の責任は、 財産目録作成における理事の職務の執行を監視することにある。

財産目録に対する監査における監査人の責任

監査人の責任は、 財産目録が、我が国において一般に公正妥当と認められる公益法人会計の基準に準拠して

おり、 公益認定関係書類と整合して作成されているかについて意見を表明することにある。

利害関係

法人と当監杏法人又は業務執行社員との間には、 公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以 上




